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＜ウェブサイト公開用＞ 

平成２６年度 第２回児童福祉専門分科会 議事要旨 

日 時   平成２６年８月１２日（火）  １４：００～１５：３０ 

場 所 総合庁舎７階 会議室 

出席者 
(委 員) 中川千恵美、岡修一郎、小野剛、藤並マサ子、山田祥隆、好川智也

(事務局)子どもすこやか部 田村、川西 

子ども家庭課 菊地、黒田  子育て支援課 栗橋 

子ども見守り課 西島    子ども・子育て新制度準備課 関谷 

保育室 寺岡        保育課 堀ノ内 

議 題 １. 子ども・子育て会議の進捗状況について  

・利用者負担（保育料）について 

・地域子ども・子育て支援事業について 

・支給認定について 

２．その他 

議事内容 （開会） 

【子ども・子育て会議の進捗状況について】 

「利用者負担（保育料）について」 

○事務局 

・利用者負担について説明。 

〇委員 

・現行の幼稚園のままの場合、保育料は変わらないのか。 

〇事務局 

・施設型給付に入らないのであれば、保育料は変わらない。 

〇委員 

・公立幼稚園が新制度に移行した場合、幼稚園としての収入は増えるのか。 

〇事務局 

・幼稚園の運営全体で考えた場合、総額は変わらないと思われる。 

〇委員 

・公立幼稚園の保育料は安いのではないか。 

〇会長 
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・利用料にはいろいろな考え方がある。 

〇委員 

・利用料の天引きはできないのか。 

〇事務局 

・保育料については特別徴収を行っている。法律の規定が必要。 

〇委員 

・幼稚園の利用者負担に対する経過措置はどうなるのか。 

〇事務局 

・公立幼稚園に対しては経過措置を 1 年設けることを検討している。民間幼

稚園に対しては今後検討していく。 

「地域子ども・子育て支援事業について」 

○事務局 

・地域子育て支援事業の早朝保育、夜間保育、病児・病後児保育について説

明。 

〇委員 

・夜間保育事業の実績はどうか。 

〇事務局 

・実績はない。利用希望がなく、通常保育として活用している。 

〇委員 

・夜間保育事業や休日保育事業は必要なのか。 

〇事務局 

・就業形態の多様化に伴い、子育てをされている方にも様々な職種の方がお

られる。本市としては支援をする必要があると考えている。 

〇委員 

・まずは既存の施設を利用してもらったほうがいいのではないか。 

〇会長 

・様々なニーズがあるなかで、既存の社会資源をどう活用するか、どれを優

先的に対応していくか、市として判断する必要があると思われる。 

〇委員 

・主に一時預かりや病児保育において、利用者と事業者の認識に隔たりがあ
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ると感じる。 

〇会長 

・利用者と事業者がともに理解しあうためにはどうすればよいか、考えてい

く必要がある。 

〇委員 

・病児・病後児保育事業の実績はどうか。 

〇事務局 

・病児保育施設は 2 か所、病後児保育施設は 1 か所で実施している。 

〇委員 

・それらの事業は公立で実施すべきではないのか。 

〇会長 

・利用者のニーズと事業者の体制整備のバランスが課題である。 

〇委員 

・夜間保育事業について広報はできているのか。 

〇事務局 

・詳しい広報はできていない。 

〇会長 

・今後、利用者側に対して費用や利用条件について示していく必要がある。 

〇委員 

・夜間保育事業の希望があったらどうするのか。 

〇事務局 

・現在は夜間保育を実施していない。当初はニーズがあったが、徐々に減っ

てきた。 

〇会長 

・ニーズをどう見定めるのか、経費についてどう判断するのか、検討してい

く必要がある。 

「支給認定について」 

〇事務局 

・支給認定について説明。 

〇委員 
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・子どもを預ける際の手続きが 3 種類になるということか。 

〇事務局 

・認定区分が 3 種類になるということ。認定区分によって預ける施設が異な

ってくる。 

〇委員 

・子どもを預かる際の基準は統一されるのか。 

〇事務局 

・これまで異なる給付体系にあったものを、新制度において統一するという

こと。 

〇会長 

・市では市民説明会も開催しており、保護者の方の関心も高いようだ。内容

がはっきりしてきたら再度の説明が必要になってくる。子ども・子育て支援

事業計画についても確認をお願いしたい。 

（閉会） 


